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研究紹介 環境変化に適応する信号処理システムの開発
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共同研究の事例
・雑音・騒音除去・改ざん検知システムの開発
・音源分離アルゴリズムの研究開発
・シミュレーションによる音響系の性能評価

きもと まさのり

騒音を打ち消す制御音(騒音と同振幅逆位相とな
る音)をDSPにより生成し、それらを物理的に干渉
させることで騒音を打ち消す技術がアクティブノイ
ズコントローラ(ANC)です。一般的なANCの構成
では、制御音スピーカから消音点マイク間の経路
(以下、二次経路)情報が事前に必要となります。そ
れゆえ、動作中に二次経路が変動した場合には消音
性能が不安定、もしくは消音不可となります。本研
究室では、この二次経路変動の問題解決に対して、
二次経路の事前計測を必
要としないアルゴリズム
の構築や指向性の極めて
高いパラメトリックスピ
ーカを応用したシステム
の開発を行っています。

【環境変化に柔軟に対応するANCの開発】 【電子透かしを用いた改ざん検知システムの研究】
音響や画像のディジタルデータに対して、人間が知覚

出来ないように、電子的に別の情報を埋め込む技術が電
子透かしです。当研究室ではこの技術を応用し、第三者
による音響・画像データへの改ざん及びその箇所の検知
を可能とする手法の開発を行っています。
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